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６
０
０
体
以
上
の
死
体
を

解
剖
し
た
。
首
の
下
の
鎖
骨

に
沿
っ
て
丸
く
メ
ス
を
入
れ

る
。「
Ｙ
」
の
字
を
描
く
よ
う

に
胴
体
の
真
ん
中
を
一
直
線

に
下
腹
部
ま
で
引
く
。
胸
部

と
腹
部
を
左
右
に
開
き
臓
器

を
取
り
出
す
。
病
変
部
を
肉

眼
で
観
察
す
る
。

「
も
う
何
と
も
な
い
で
す

よ
。
逆
に
生
き
て
い
る
方
に

針
な
ん
か
刺
せ
な
い
。
注
射

な
ん
か
恐
く
て
い
や
」

壊
れ
や
す
い
組
織

病
理
医
は
直
接
患
者
の
診

療
、
治
療
は
行
わ
な
い
が
、

外
科
医
な
ど
臨
床
医
の
診
断

を
科
学
的
に
裏
付
け
る
ほ

か
、
治
療
方
針
に
大
き
な
変

更
を
加
え
る
判
断
も
下
す
。

手
術
中
の
迅
速
病
理
診
断
で

は
病
理
診
断
に
基
づ
い
て
手

術
方
針
が
決
定
さ
れ
る
。

一
見
地
味
だ
が
、
現
代
医

療
を
支
え
る
ア
ン
カ
ー
的
存

在
だ
。
し
か
し
、
最
近
風
向

き
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

昨
年
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
長
瀬
智
也

が
、
イ
ケ
メ
ン
で
偏
屈
、
腕

は
超
一
流
と
い
う
病
理
医
を

演
じ
た
。「
病
理
医
が
ヒ
ー
ロ

ー
に
な
っ
た
初
の
番
組
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」

ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
は「
フ

ラ
ジ
ャ
イ
ル
」。
英
語
で
壊
れ

や
す
い
、
も
ろ
い
と
い
う
意

味
だ
。
実
は
病
理
医
に
と
っ

て
、
採
取
し
た
変
化
し
や
す

い
組
織
を
い
か
に
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
ま
ま
観
察
す
る
か
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
。
そ

の
新
鮮
さ
を
保
つ
「
固
定
」

と
い
う
技
で
逸
見
教
授
は
世

界
の
最
先
端
を
走
る
。

固
定
方
法
に
は
２
種
類

固
定
方
法
に
は
組
織
を
ホ

ル
マ
リ
ン
な
ど
の
薬
品
に
漬

け
る
「
化
学
固
定
」、
瞬
時

に
冷
凍
す
る
「
物
理
固
定
」

の
２
種
類
が
あ
る
。
化
学
固

定
は
組
織
が
固
ま
る
ま
で
の

間
「
自
己
融
解
」
し
、
超
微

形
態
変
化
を
起
こ
す
欠
点
が

あ
る
。
急
速
冷
凍
の
方
が
有

利
だ
が
「
氷
の
結
晶
が
組
織

の
微
細
構
造
を
壊
す
」。
い
か

に
結
晶
を
少
な
く
凍
結
す
る

か
で
世
界
の
形
態
学
者
が
技

を
競
う
。

逸
見
教
授
が
行
っ
て

い
る
の
は
恩
師
、
山
梨

大
学
の
大
野
伸
一
名
誉

教
授
（
解
剖
学
）
が
世

界
に
先
駆
け
て
行
っ
た

急
速
凍
結
技
術
や
生
体

内
凍
結
技
法
を
病
理
学

に
応
用
し
た
も
の
だ
。

特
に
「
急
速
凍
結
デ

ィ
ー
プ
エ
ッ
チ
ン
グ
法
」
を

用
い
た
病
理
検
体
の
観
察
で

は
、
化
学
固
定
に
よ
る
ア
ー

テ
ィ
フ
ァ
ク
ト
（
標
本
作
製

過
程
で
の
変
化
）
を
極
力
防

止
で
き
る
。

「
組
織
は
採
取
す
る
と
血

流
が
止
ま
り
血
圧
は
ゼ
ロ
に

な
る
。
こ
の
時
点
で
既
に
形

態
像
に
変
化
が
生
じ
生
体
内

の
真
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
。

採
取
し
た
も
の
を
凍
結
す
る

の
で
は
な
く
、
臓
器
を
生
体

内
で
直
接
急
速
凍
結
し
、
そ

れ
を
採
取
し
ま
す
」。
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
的
発
想
の
転
換
だ
。

寒
剤
に
マ
イ
ナ
ス
１
９
３

度
の
イ
ソ
ペ
ン
タ
ン
・
プ
ロ

パ
ン
を
用
い
、「
凍
結
置
換
固

定
法
」
と
い
う
標
本
作
製
方

法
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
生
体
内
の
形
態
を
保
っ

た
ま
ま
電
子
顕
微
鏡
や
光
学

顕
微
鏡
で
観
察
可
能
な
試
料

が
作
製
で
き
る
。

世
界
で
た
だ
１
人

異
な
る
血
圧
の
ラ
ッ
ト
を

用
い
、
腎
臓
に
寒
剤
を
直
接

か
け
て
「
生
体
内
凍
結
技

法
」
を
行
う
。
で
き
た
標
本

を
観
察
す
る
と
、
異
な
っ
た

血
圧
状
態
に
対
応
し
た
腎
臓

の
形
態
像
を
明
瞭
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

「
器
具
に
つ
い
た
霜
の
状

態
か
ら
凍
結
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
計
る
な
ど
、
熟
練
の
手
技

が
要
求
さ
れ
る
。
他
の
研
究

者
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
あ

る
が
失
敗
が
多
い
」。
こ
の
技

法
を
病
理
学
の
分
野
で
行
っ

て
い
る
の
は
世
界
で
逸
見
教

授
た
だ
１
人
だ
。

後
継
者
の
育
成
は
急
務

医
師
を
目
指
し
た
の
は
東

京
の
予
備
校
生
時
代
。「
田

舎
の
高
校
生
が
医
者
志
望
の

友
人
に
影
響
さ
れ
た
ん
で
す

よ
」。
臨
床
医
を
目
指
し
て

本
学
医
学
部
、
大
学
院
と
進

む
中
、
病
理
の
重
要
性
に
気

付
い
た
。「
病
理
学
は
病
気
の

本
体
に
迫
る
。
組
織
や
細
胞

像
か
ら
病
態
を
探
る
こ
と
に

面
白
み
を
感
じ
ま
し
た
」

「
こ
の
『
生
体
内
凍
結
技

法
』
は
ま
だ
動
物
実
験
レ
ベ

ル
で
す
が
、
何
と
か
臨
床
の

現
場
で
病
理
診
断
に
応
用
で

き
れ
ば
。
若
い
や
る
気
の
あ

る
人
が
一
緒
に
研
究
し
て
、

こ
の
技
術
に
興
味
を
持
っ
て

発
展
さ
せ
て
く
れ
れ
ば
い
い

ん
で
す
が
」

趣
味
は
山
や
沢
に
入
っ
て

の
イ
ワ
ナ
釣
り
。
人
体
と
ラ

ッ
ト
に
メ
ス
を
入
れ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
手
技
で
イ
ワ

ナ
を
さ
ば
く
た
め
に
も
、
後

継
者
の
育
成
は
急
務
だ
。

生
家
が
祖
父
の
代
か
ら
歯

科
医
院
と
あ
っ
て
、
当
初
は
後

継
の
歯
科
医
を
目
指
し
て
い

た
と
い
う
山
崎
准
教
授
。
だ

が
生
来
学
究
肌
で
、
本
学
歯

学
部
卒
業
後
は
一
度
も
臨
床

を
経
験
す
る
こ
と
な
く
、
解

剖
学
第
Ⅱ
講
座
の
助
手
と
し

て
研
究
者
の
道
に
進
ん
だ
。

以
来
、
歯
の
進
化
・
発
生
学

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

新
潟
大
学
大
学
院
の
客
員

研
究
員
時
代
は
同
大
医
学
部

の
非
常
勤
講
師
も
務
め
た
。

本
学
長
期
海
外
派
遣
研
究
員

と
し
て
２
年
間
、
チ
ェ
コ
・
プ

ラ
ハ
の
カ
レ
ル
大
学
で
は
顕
微

形
態
や
遺
伝
子
発
現
に
基
づ

く
歯
の
比
較
発
生
学
的
研
究

に
取
り
組
ん
だ
。

そ
ん
な
山
崎
准
教
授
が「
学

位
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
」

自
ら
の
恩
師
で
あ
る
磯
川
桂

太
郎
教
授
と
と
も
に
「
ⅰ
Ｐ
ａ

ｄ
導
入
」
と
い
う
画
期
的
な

授
業
実
現
の
中
心
的
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
る
。

多
岐
に
わ
た
る
活
用
法

「
磯
川
先
生
は
パ
ソ
コ
ン
が

普
及
す
る
以
前
か
ら
Ｉ
Ｔ
関

係
に
理
解
が
深
く
、
歯
学
部

内
に
い
ち
早
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
立
ち
上
げ
た
方
で
す
。
僕

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ⅰ
Ｐ
ａ

ｄ
に
は
早
く
か
ら
親
し
ん
で
い

て
、
先
生
と
意
見
交
換
を
重

ね
る
う
ち
に
、
自
然
な
流
れ

で
授
業
へ
の
導
入
が
決
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
」

端
末
を
学
部
の
備
品
と
し

て
貸
与
す
る
の
で
は
な
く
、
学

生
各
自
に
購
入
し
て
も
ら
う

形
で
２
０
１
３
年
４
月
に
１
、

２
年
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
５
年

目
の
今
年
初
め
て
、
６
年
生

ま
で
の
全
員
が
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
本
学
の
中
で
も
先
駆
け
で

す
が
、
日
本
全
体
で
も
、
世

界
的
に
見
て
も
、
こ
れ
だ
け

大
人
数
の
学
生
が
同
じ
端
末

を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
で
勉

強
す
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

学
習
面
の
効
果
は
現
在
検

証
中
と
の
こ
と
だ
が
、
授
業
の

出
欠
は
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
で
一
瞬
に
し

て
確
認
で
き
、
色
刷
り
で
紙

に
落
と
せ
ば
膨
大
な
量
と
な

る
資
料
を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
シ

ス
テ
ム
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
、

学
生
が
そ
こ
に

ア
ク
セ
ス
→
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
で
管
理

が
し
や
す
く
な

り
、
コ
ス
ト
削

減
も
果
た
す
な

ど
、
目
に
見
え

る
改
善
点
も
多

い
。ま

た
、
学
年

ご
と
に
配
布
さ

れ
て
い
る
シ
ラ
バ
ス
（
授
業
計

画
）
の
冊
子
を
行
事
予
定
、

歯
科
医
師
国
家
試
験
の
資
料

等
と
と
も
に
ま
と
め
た
ア
プ

リ
と
し
て
独
自
開
発
し
た
。

「
医
・
歯
系
の
学
部
は
全
て

の
教
科
が
必
修
。
必
要
に
応

じ
て
必
要
な
資
料
を
簡
単
に

閲
覧
で
き
る
の
で
、
学
生
も

助
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド
と

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
テ
ッ
プ
模
型

山
崎
准
教
授
の
担
当
で
あ

る
組
織
学
の
実
習
に
お
い
て

も
、
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
の
有
用
性
は
絶

大
だ
。

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド
と

い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
顕
微
鏡
で

観
察
し
て
い
た
臓
器
の
切
片

標
本
を
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ

プ
の
よ
う
に
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
の
画
面

上
で
最
大
限
に
拡
大
し
て
一

斉
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
買
う
と
高
価
な
シ
ス
テ

ム
な
の
で
、
撮
影
だ
け
外
部

に
依
頼
し
て
ソ
フ
ト
は
自
分

で
開
発
し
ま
し
た
。
全
て
の

実
習
項
目
を
網
羅
す
る
く
ら

い
の
デ
ー
タ
が
そ
ろ
い
つ
つ
あ

り
ま
す
」

「
歯
学
部
で
は
昔
か
ら
伝
統

的
に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
い

う
歯
型
彫
刻
実
習
に
も
ⅰ
Ｐ

ａ
ｄ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

「
歯
の
形
態
を
覚
え
る
た
め

に
、
石
こ
う
や
ワ
ッ
ク
ス
の
棒

か
ら
歯
の
か
た
ち
を
削
り
出

し
て
い
く
実
習
で
、
歯
の
解
剖

学
の
教
科
書
に
は
そ
の
手
順

が
載
っ
て
い
ま
す
。
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ

で
は
３
Ｄ
／
Ｃ
Ｇ
で
作
っ
た

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
テ
ッ
プ
模
型
を

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
確
認
で

き
る
の
で
、
格
段
に
分
か
り
や

す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

知
識
は
、
歯
の
研
究
に
お
い

て
も
Ｃ
Ｔ
デ
ー
タ
の
解
析
や

顕
微
画
像
の
３
次
元
立
体
構

築
な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

今
後
も
歯
の
進
化
・
発
生

学
を
中
心
と
し
た
顕
微
解
剖

学
的
研
究
に
軸
足
を
置
き
つ

つ
、「
最
新
の
研
究
成
果
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
面
白
い
情
報
を
随
時

提
供
し
て
い
く
こ
と
で
、
学

生
さ
ん
の
や
る
気
を
刺
激
し

て
い
き
た
い
」
と
言
う
。
さ

ら
な
る
活
躍
に
期
待
大
だ
。

逸見 明博 教授

山崎 洋介 准教授

医学部

歯学部

世界最先端を行く病理診断技術

デジタル技術に裏付けられた顕微解剖学

へんみ・あきひろ
本学医学部卒。同大学院医学研究科博士課程修了。
独協医科大越谷病院病理助手、米ノースウエスタン
大医学部病理研究員、山梨医科大(現・山梨大)助手
を経て平成11年本学講師。12年医学部助教授、19年
准教授、23年8月教授。医生電子顕微鏡技術学会理
事、臨床分子形態学会理事など歴任。編著に「ミクロ
ワールド大図鑑　人体」。埼玉県出身。63歳。

凍結してから採取するという逆転の発想
現代医療を支えるアンカー

iPad導入で画期的授業を実現
ICTを歯の研究と教育の両面に活用

やまざき・ようすけ
平成15年本学歯学部歯学科卒。同年解剖学第Ⅱ講
座助手となり、20年に学位取得、助教。21年9月か
ら新潟大大学院医歯学総合研究所、25年9月から
カレル大（プラハ）理学部でそれぞれ2年間客員研
究員。29年4月から現職。博士（歯学）。主な研究テ
ーマは歯の進化・発生学。東京都出身。39歳。

バーチャルスライド画像をiPad経由で大型モニターに表示

顕微鏡学的に観察・診断を行うため臨
床医から提出された組織を切り分ける


